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1. はじめに 
筆者らは自然災害時の危機管理訓練支援システム

の構築を行っている 1)。本稿では、文字、画像情報

をすべて電子化し無線ＬＡＮを用いた訓練システム

の構築について概要を述べる。本システムは文字、

画像などの情報を電子化することにより配信方法を

ホームページ以下（HP）一つにまとめることができ
る。電子化された情報はコントロールがしやすくな

り、訓練の進行を容易にする。将来的にはインター

ネットを用い遠隔地間で訓練を行うことにより、リ

アルな訓練が行えるようになる。 
 

２．訓練の実施状況 
２．１ 訓練の概要 
この訓練は鹿児島県出水市針原で起こった土石流

災害 2)等をモデルとし、研修生がこの訓練を行うこ

とにより、災害による非常事態に際し、的確な判断

力を習得することを目的としている。訓練には、講

師側と研修生側が参加し、それぞれの役に応じた班

に分れて一つの部屋の中で行われる。 
２．２ 訓練の班構成 
  この訓練は図―１のような班に分れて行われる。 
２．３ 訓練の流れ 
訓練には以下に述べる 2 つの情報の流れがあり９
つある班のうちａ講師班と研修生班（ｂ、ｃ、ｄ）

を例に図―３に説明する。 

（１）状況付与カードの配布（図―３の太線） 
時間を追って講師側から災害の発生、被災状況、

外部からの要請などを「状況付与カード」（図―２）

により提示する。その他必要に応じて地図や写真も

配布される。この訓練で準備される状況付与カード

は全部で 39枚である。 
（２）情報の連絡（図―３の点線） 
状況付与カードの情報を受けとった研修生班は他

の班に連絡する必要があると判断し、そこに無線や、

電話などを用いて連絡する。 
 
２．４訓練の現状 
  現訓練における問題点を以下に述べる。 
（１）研修生に配布するカードには文字情報、被災

状況を示す写真、現場の地図などの多種類の情報が

あり、配布する情報にまとまりが無い。 
（２）状況付与カードは 39枚あり、配布先は全部で
８班ある。配布の

際はその班まで

歩いて持ってい

き、中には同時刻

に配布するもの

もあり、配布する

行為は訓練を進

行する講師にと

って多大な負担

となる。 

状況付与カードＮＯ．１０－３状況付与カードＮＯ．１０－３状況付与カードＮＯ．１０－３状況付与カードＮＯ．１０－３    

 １． 付与先：発災現場班 
２． 情報元：現場において確認 
３． 情報の内容： 
○捜索中に、工事関係者のものと思
われるヘルメット2個を発見した。
○民家の位置も一部確認したが、行
方不明者等はまだ確認できていな
い。 
○ヘルメットには白色でＸ組のマ
ークがあり、それぞれ「川田」と「西
村」の文字が読み取れる。 

図―２  状況付与カード

図―３  情報の流れ 
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３．本システムについて 
３．１ 概要 
  本稿では、文字、画像情報を電子化し、HPを利用
した無線ＬＡＮ型訓練システムの構築を行う。２．

４で述べた問題を解決する為に以下のことを行った。 
（１）情報を一元化する為に文字、画像などの情報

を電子化し、それらをＨＰにした。ＨＰを用いるこ

とにより情報の配信形態を一元化することができた。 
（２）情報配信を簡素化するために無線ＬＡＮを用

いＨＰ配信を行えるネットワークを形成した。この

訓練は同じ部屋の中で行われるので、ＬＡＮケーブ

ルを張り巡らせるよりも無線であるほうが配線やパ

ソコンのレイアウトを自由にできる。 
（３）訓練進行を容易にする為に、配布プログラム

と、ＨＰデータを講師班のパソコン１つにまとめた。 
（４）ネットワークを用いて配布する為のプログラ

ムを作成した。 
３．２ システムの運用 
それぞれの班にパソコンを設置し、無線ＬＡＮで

ネットワークを形成する（図―４）。研修生は講師

班パソコンのＨＰデータにアクセスする（図―４赤

線）。研修生はリロード機能により 60秒ごとに新デ
ータを取りに行くようになっている。講師班の操作

画面（図―５）のカードを配布するボタンをクリッ

ク（図―５赤枠）すると 60秒後に研修生のＨＰが新
しいものに変更される（図―６，７）。本システム

によりカードを手渡しで行っていたものからボタン

のクリックのみで配布が行われるようになった。
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図―７研修生用ＨＰ（更新後） 

60秒後 

    図―４ネットワーク図 
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図―５講師班操作画面 
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図―６研修生用ＨＰ（更新前）
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